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○議長（吉田敏郎） 

  日程第３ 認定第４号 決算認定について（給食事業特別会計）の質疑を行いま

す。質疑は歳入歳出全般にわたり行います。質疑をされる際は、ページを明示して

ください。 

  それでは、質疑をどうぞ。 

  １０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

  １０番、井上慎司です。説明資料７４・７５ページ、決算書２２０・２２１ペー

ジになります。昨年度末、３月２日、午後から新型コロナウイルス感染症の対策と

いうことで、町内の園、学校が一斉休業となりました。この日から給食が突然止ま

ったのですが、実際、給食をストップして、食材を止められなかった日数というの

はどれぐらいあったのでしょうか。 

○議長（吉田敏郎） 

  学校教育課長。 

○学校教育課長（岩本浩二） 

  すみません。今、手元に数字がございません。後ほどお答えをさせていただきま

す。 

○議長（吉田敏郎） 

  よろしいですか。 

  １０番、井上慎司議員 

○１０番（井上慎司） 

  １０番、井上慎司です。では、後ほど、日数のほう、よろしくお願いします。こ

れは新型コロナウイルスとか関係なく、インフルエンザでの突然の学級閉鎖、ある

いは学年閉鎖でも同じような状況になるとは思うのですが、こういった場合に、食

材の大量廃棄というものに、当然つながってくるかと思います。ですので、学校で

教育現場ですので、食品という観点からも、食材の大量廃棄というものは当然あっ

てはならないことだなと思っております。どうしても止められない状況というのも

分かるのですが、できるだけ、この食材の廃棄につながらないような仕組みという

ものを、今後考えていっていただきたいと思います。 

  また、昼食の食材費の購入ということで、保護者の方から集金しているかと思う

のですが、こういう決算が出た後に、保護者に宛てた給食費、このような年間使わ

れました。学年閉鎖、学級閉鎖とかの詳細なデータをもとにしたものを、保護者の

方に決算としてお渡しはしているのでしょうか。 

○議長（吉田敏郎） 

  教育長。 

○教育長（井上義文） 

  ただいまの御質問、会計の報告という解釈でお話をさせていただきます。 

  毎年、ＰＴＡ総会等、あるいは何らかの便りで、給食費と会計報告はしていると
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いうふうに認識をしてございます。 

○議長（吉田敏郎） 

  １０番、井上慎司議員。 

○１０番（井上慎司） 

  １０番、井上慎司です。会計のほうの報告はされているということなのですが、

単に数字の報告だけではなく、先ほども申し上げたとおり、フードロスという観点

からも、これぐらいの廃棄が出ていますというようなデータも添付されていたかと

思うのですが、今後、そういったことも参考にしていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（吉田敏郎） 

  ほかに質疑。 

  ７番、井上三史議員、どうぞ。 

○７番（井上三史） 

  ７番、井上三史です。決算書の２１８ページ、２１９ページの一番下でございま

す。収入未済額２２万５，１００円について、お伺いいたします。１１名の異動が

あったようなのですけれども、これが臨時休校の際の時期で、ある程度、事情があ

ったというふうに察することができるわけでございますけれども、この未収額とな

った、２２万５，１００円は、このまま催促をせず、不納欠損額として回す猶予を

考えていらっしゃるのか。やはりあくまでも未納は未納で、きちんと徴収しましょ

うよというふうに考えていらっしゃるのか、その辺、どのようにされるのでしょう

か。 

○議長（吉田敏郎） 

  学校教育課長。 

○学校教育課長（岩本浩二） 

  未納額につきましては、先日も御説明を差し上げたとおり、コロナの影響があっ

て、引き落としができなかったものが、対面等で滞納整理等ができなかったという

ふうなことで、未納額が生じているというのが、主な原因というようなことでござ

いますが、こちらにつきましては、滞納整理という形で、徴収をしていく。お願い

をしていくというようなことは取り組んでいきたいと考えています。 

  以上です。 

○議長（吉田敏郎） 

  よろしいですか。ほかに質疑はございますか。ございませんか。 

 （「なし」という者多数） 

○議長（吉田敏郎） 

  ないようですので、認定第４号 決算認定について（給食事業特別会計）の質疑

を終了します。 

 


